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度版ものづくり白書には「欧米の IoT による第 4 次産業革命の流れは、その技術的側面よりもむしろ、産官
学が “ つながる ” という目標を共有し、着実に前進している点に脅威がある」との指摘がある。国際会議に
参加して誰しもが感じることであろう。得意とすることが異なる分野の連携の重要性をあらためて意識させ
るものであると同時に、より効果的なつながりのダイナミックな実装と運用が強く求められていることを示
唆している。
工作分部門では、機器のオープンファシリティー化に積極的に取り組んでいる。すでに、ほとんどの工作
機械を共用設備として登録している。安全性の観点から、委託加工を基本としつつも、依頼者の希望に柔軟
に対応できる体制にある。オンラインによる受注体制への移行も完了している。
工作部門は、研究に必要な装置類等の設計・製作を通して研究の発展に貢献することを本務としている。併せて、
機器類の設計・製作に伴う技術相談等を通して学生に対する教育的効果を発揮することにも配慮している。
インターネットを利用して広くつながることで、この部門の役割がより効果的に発揮されるように努めてい
きたい。
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